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○第 46 回世話人会　
11 月 26 日（土）
　18:30 ～ 20:30　
　巣鴨ルノアールに
て、総会準備の世話人
会を行います。
○三宅島支援者の集い 
12 月 10 日（土）
  18:30 ～ 20:30　
　第一部・三宅島ネッ
ト総会、第二部・支援
者の集いを行います。
皆様お誘い合わせのう
え、ご参加ください。
○ご寄付のお願い
郵便振替口座
口座番号：00120-3-545036
口座名称：三宅島ふるさと
　　　　　再生ネットワーク
【三宅島ふるさとネット事務局】
郵便番号：173-0005
住所：板橋区仲宿２-１
　携帯：090-4922-0798
  FAX：03-3964-4065
　　連絡先　佐藤就之

事務局便り

　

台
風
が
日
本
列
島
で
大
暴

れ
し
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
。
各
地
の
被
災
地
、
さ

ら
に
北
海
道
な
ど
で
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
宅
島
で
も
何
度
も
警
報
が

出
た
。
高
齢
者
な
ど
早
め
に

避
難
所
（
各
地
区
に
あ
る
が

状
況
に
よ
り
開
設
す
る
）
に

避
難
し
た
。

　

今
回
も
想
定
外
の
被
害
が

各
地
で
多
発
し
た
が
、
村
職

員
も
大
変
で
す
が
避
難
を
必

要
と
し
て
い
る
高
齢
者
等
の

声
を
聴
き
な
が
ら
安
全
確
保

の
努
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

三
宅
島
も
帰
島
10
年
を
経

て
、
様
々
な
整
備
、
再
生
が

進
展
。
廃
校
さ
れ
た
坪
田
体

育
館
に
、
日
本
最
大
級
の
ボ

ル
タ
リ
ン
グ
ジ
ム
（
写
真
）

が
３
月
に
完
成
し
た
。
高
い

体
育
館
の
屋
根
ま
で
と
ど
く

巨
大
オ
ゥ
ー
ル
は
、
目
を
み

は
る
。
２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
開
催
会
場
と
し

て
立
候
補
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
ジ
テ
ン
シ
ャ
（
自

転
車
）
ジ
オ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

（
山
歩
き
）
」も
整
備
、
５
ル
ー

ト
で
火
山
地
形
の
35
㎞
の
島

一
周
を
汗
と
根
性
で
回
る
経

験
は
、
一
生
の
思
い
出
に
。

　

三
宅
支
庁
は
、
冨
賀
浜
園

地
（
阿
古
）
を
完
成
。
三
本

岳
と
夕
日
を
見
た
ら
別
天
地

だ
。
日
本
最
北
の
テ
ー
ブ
ル

サ
ン
ゴ
と
熱
帯
魚
の
群
れ

は
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
磯
釣
り

の
ポ
イ
ン
ト
。ト
イ
レ
、
シ
ャ

ワ
ー
、
休
憩
コ
ー
ナ
ー
も
あ

る
。
島
民
も
仲
間
を
誘
い
ピ

ク
ニ
ッ
ク
で
「
島
に
帰
っ
て

良
か
っ
た
」
と
あ
ら
た
め
て

実
感
し
た
い
…
。
三
宅
支
庁

の
独
自
事
業
努
力
に
感
謝
。

・
11
月
予
定
。
12
、
13
日
エ

　

ン
デ
ュ
ー
ロ
レ
ー
ス

・
19
日
（
土
）
産
業
祭

・
23
日
（
水
・
祝
）
福
祉
祭
り
。

　

前
号
の
「
管
内
概
要
・
第

５
社
会
保
障
」
を
訂
正
し
た

が
生
活
保
護
概
況
は
、
避
難

時
被
生
活
保
護
世
帯
は
、
17

世
帯
、
20
名
で
あ
り
、
全
都

を
下
回
る
。
全
島
避
難
に
よ

り
生
活
手
段
を
失
い
平
成
15

年
11
月
は
、
最
高
時
１
０
２

世
帯
、
１
４
２
名
と
な
っ
た
。

帰
島
時
２
分
の
１
が
帰
島
で

き
ず
、
帰
島
者
も
一
時
金
の

収
入
認
定
等
の
理
由
に
よ
り

廃
止
で
減
少
し
た
が
27
年

は
、
高
齢
者
世
帯
の
割
合
が

54
・
７
％
、
傷
病
、
障
害
等

ま
だ
増
加
傾
向
だ
。
長
期
災

害
の
傷
跡
に
目
を
逸
さ
ず
、

生
活
再
建
は
い
ま
だ
途
上
に

あ
る
の
だ
。

　［
訂
正
］
本
紙
第
62
号
・
７

月
１
日
発
行
の
２
面
を
訂
正

し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

（
誤
）
３
人
に
１
人
が
生
活

保
護　

平
成
27
年
の
生
活
保

護
人
口
98
人
、
75
世
帯
、
住

民
人
口
で
割
っ
た
保
護
率

は
、
何
と
33
・
５
％
に
達
す

る
。
３
人
に
１
人
が
生
活
保

護
者
と
な
っ
て
い
る
現
状

は
、
か
な
り
深
刻
だ
。

（
正
）「
増
加
す
る
生
活
保
護
、

生
活
保
護
法
の
適
用
者
は
、

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
で

75
世
帯
93
人
で
あ
る
。
保
護

率
は
33
・
５
‰
で
あ
り
、
全

都
の
保
護
率
は
、
21
・
９
‰
。
」

と
訂
正
。
（
注
）
‰
パ
ー
ミ
ル

は
人
口
１
０
０
０
人
当
た
り
。

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ジ
ム
開
設

高
齢
者
世
帯
は
54
・
７
％

生活再建 道半ば
五輪目指す歩みもあるが…

日本

各地で自然災害が発

生する中、長期災害からの

復興に向き合う三宅島ではボ

ルダリングジムが開設されるな

ど東京五輪を見据えた活動が

行われている。一方で、島

民の生活再建は未だ道

半ばである。

会
長
時
評

三宅村レクリエーションセンター（坪田）
に日本最大級のボルダリング設立
☎ 04994-8-5681
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・
昭
和
34
年
東
海
短
大
卒

・
36
年
（
株
）
岡
田

商
船
入
社
（
通
信
士

と
し
て
）
大
型
タ
ン
カ
ー
・

貨
物
船
で
世
界
中
の
主
な
港

に
寄
港
、
見
聞
を
広
げ
る
。

・
平
成
４
年
（
株
）
オ
リ
オ

ン
シ
ッ
ピ
ン
グ
退
職
（
旧
岡

田
商
船
）

・
６
年
三
宅
村
民
生
委
員
就
任

・
８
年
三
宅
島
漁
協
理
事
就
任

・
12
年
民
生
委
員
退
任

・
12
年
三
宅
村
議
会
議
員
当

選　

９
月
全
島
避
難

　

私
の
議
員
生
活
16
年
間
に

何
を
や
っ
て
き
た
の
か
、
か

た
ち
あ
る
も
の
を
ざ
っ
と

拾
っ
て
み
た
。

１
、
三
宅
支
庁
で
事
業
説
明

会
が
毎
年
５
月
に
開
催
さ
れ

る
が
、
避
難
直
後
か
ら
同
説

明
会
や
三
宅
村
議
会
で
伊
ヶ

時
の
村
長
か
ら
全
議
員
、
村

の
全
管
理
職
臨
席
の
場
で
も

非
難
さ
れ
た
が
、
当
時
の
Ｋ

都
議
が
私
と
全
く
同
意
見

だ
っ
た
と
聞
く
。
現
在
、
同

港
は
島
に
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
港
に
な
っ
て
い
る
。

２
、
三
宅
島
漁
業
協
同
組
合

(

以
下
、
漁
協)

の
負
債
約

２
億
８
千
万
円
の
返
済
に
ひ

と
役
。

　

平
成
12
年
の
全
島
避
難

後
、
同
13
年
３
月
に
当
時
の

漁
協
専
務
が
、
こ
の
負
債
の

始
末
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
と
言
っ
て
い
た

が
、
突
然
退
耺
し
私
が
要
請

を
受
け
て
専
務
に
就
任
し

た
。
（
漁
協
の
運
営
は
組
合

員
の
水
産
物
の
水
揚
げ
の
１

割
を
運
営
費
に
当
て
て
い
る

為
、
収
入
が
激
減
し
、
と
て

も
給
料
が
払
え
る
状
態
で
は

な
い
の
で
議
員
活
動
の
一
貫

と
し
て
無
報
酬
で
や
る
こ
と

に
し
た
）

　

東
京
都
、
都
漁
連
、
三
宅

村
で
知
恵
を
し
ぼ
り
返
済
す

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
三
宅

村
議
会
が
承
認
す
る
か
ど
う

か
不
明
な
の
で
、
そ
の
為
村

長
よ
り
議
会
対
策
を
、
要
請

さ
れ
た
。

　

都
庁
32
階
の
臨
時
村
長

室
に
漁
協
の
全
理
事
を
集

め
、
村
長
か
ら
「
こ
の
件
に

つ
い
て
は
、
私
も
相
当
考
え

た
が
将
来
の
漁
協
の
こ
と
を

思
っ
て
返
済
す
る
こ
と
に
し

た
が
、
浅
沼
徳
広
さ
ん
の
尽

力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
出
来

た
。
皆
さ
ん
は
徳
広
さ
ん
に

感
謝
し
な
く
て
は
い
け
な
い

よ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。

３
、
本
来
漁
船
が
被
災
し
た

場
合
、
そ
の
漁
船
に
か
け
て

あ
る
保
険
料
で
ス
ク
ラ
ッ

プ
、
又
は
修
繕
す
る
の
が
当

た
り
前
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
は
４
年

半
に
及
ぶ
避
難
生
活
で
経
済

的
に
疲
弊
し
き
っ
て
い
る
漁

プロフィール 浅
沼
徳
広
元
村
議
に
聞
く

「
村
民
の
た
め
誠
意
を
尽
く
し
て
」

　

三
宅
村
の
村
議
会
議
員
を
16
年
間
務
め
、
特
に
全
島
避
難
か
ら
避
難
解
除
後
に
か
け
、
島
の

漁
業
の
再
建
や
人
工
透
析
機
の
導
入
な
ど
に
尽
力
し
た
浅
沼
徳
広
さ
ん
。
浅
沼
さ
ん
に
島
民
の

た
め
誠
意
を
尽
く
し
て
活
動
を
し
て
き
た
16
年
間
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
い
た
。

・
13
年
三
宅
島
漁
協
専
務
就

任
、
再
建
に
取
り
組
む

・
20
年
三
宅
島
漁
協
専
務
退
任

・
28
年
三
宅
村
議
会
議
員
退
任

　

現
在　

不
幸
な
人
や
猫
を

な
く
し
、
三
宅
島
の
貴
重
な

生
物(

ア
カ
コ
ッ
コ
そ
の

他
の
野
鳥
、
オ
カ
ダ
ト
カ
ゲ

な
ど)

を
守
り
、
共
生
の

た
め
「
に
ゃ
ん
こ
の
会
」
を

仲
間
と
共
に
立
ち
上
げ
活
動

中
。
寄
付
等
を
募
り
、
猫
の

避
妊
・
去
勢
な
ど
行
っ
て
い

る
。
ま
た
海
に
潜
り
、
三
宅

独
特
の
石
を
叩
き
魚
を
呼
び

寄
せ
釣
る
魚
法
は
、
現
村
長

と
私
が
継
承
し
て
い
る
の

で
、
テ
レ
ビ
等
で
度
々
放
映

さ
れ
て
い
る
。

谷
港
の
早
期
完

成
を
訴
え
続
け

て
き
た
。
理
由

は
島
の
既
存
の

二
つ
の
港
は
、

ナ
ラ
イ
（
北
東

の
風
）
の
波
の

う

ね

り

に

弱

く
、
伊
ヶ
谷
港

が
出
来
れ
ば
ナ

ラ
イ
風
で
も
寄

港
で
き
る
か
ら

だ
。

　

帰
島
後
の
事

業
説
明
会
で
も

訴
え
た
為
、
当

シドニー港に寄港した浅沼さんの乗る自動車運搬船
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民
が
、
帰
島
し
て
か
ら
漁
業

を
再
開
す
る
こ
と
は
厳
し

い
の
で
、
都
と
村
で
ス
ク

ラ
ッ
プ
代
金
、
ま
た
は
修
繕

料
を
負
担
し
て
も
ら
え
る

様
、
都
に
お
願
い
し
、
実

現
し
た
。
予
算
額
は
、
約

１
千
７
０
０
万
円
だ
っ
た
。

４
、
避
難
中
陸
揚
げ
し
て
い

た
定
置
網
が
台
風
で
流
さ
れ

て
使
用
不
能
に
な
っ
た
。

　

当
時
の
行
政
担
当
者
は
定

置
網
再
開
に
否
定
的
で
あ
っ

た
が
村
長
、
理
事
会
が
再
開

に
賛
同
し
て
く
れ
た
の
で
、

都
議
の
も
と
へ
足
繁
く
通
い

予
算
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
。

（
予
算
額
１
億
３
千
万
円
）

５
、
当
時
定
置
網
は
、
漁
協

経
営
の
赤
字
の
代
名
詞
の
様

に
言
わ
れ
て
い
た
。

　

漁
協
経
営
の
専
門
家
と
言

わ
れ
て
い
る
Ｙ
氏
が
来
島
し

て
「
経
営
を
健
全
化
す
る
の

に
は
定
置
網
を
止
め
る
べ
き

だ
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
私

は
素
人
な
が
ら
、
そ
う
で
は

な
い
と
固
く
信
じ
て
い
た
。

　

何
と
か
定
員
を
減
ら
し
人

件
費
を
抑
え
れ
ば
黒
字
経
営

が
出
来
る
と
思
い
網
を
改
良

し
た
結
果
、
４
人
で
網
お
こ

し
が
で
き
る
様
に
な
り
、
し

か
も
今
ま
で
使
っ
て
い
た
１

台
１
２
０
万
円
の
油
圧
モ
ー

タ
ー
６
台
が
不
要
に
な
っ

て
、
危
険
性
も
激
減
し
た
。

そ
の
結
果
、
再
開
後
１
年
目

で

約

２

千

万

円
の
黒
字
に
、

次

の

年

は

約

１
千
万
円
の
黒

字
と
な
っ
た
。

６
、
避
難
当
時
、

漁
協
に
は
正
規

職
員
13
名
、
臨

時
職
員
６
名
い

た
が
、
帰
島
後

は
正
規
職
員
５

名
、
臨
時
職
員
１
名
に
し
た
。

　

職
員
を
１
名
増
や
す
と

年

間

２

５

０

万

円

か

ら

３
０
０
万
円
が
か
か
る
。

例
え
ば
３
０
０
万
円
か
か
る

と
す
れ
ば
、
主
な
収
入
源
で

あ
る
水
揚
げ
を
３
千
万
円
増

や
す
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
（
当
時
の
年
間
水
揚
げ

金
額
１
億
５
千
万
円
前
後
）

７
、
中
央
診
療
所
の
入
院
患

者
の
食
事
が
、
希
望
す
れ
ば

特
養
老
人
ホ
ー
ム
あ
じ
さ
い

の
里
か
ら
実
費
で
運
ば
れ
る

様
に
な
っ
た
。

　

私
の
母
が
入
院
し
て
い
た

時
、
不
便
な
体
験
を
し
た
の

で
中
央
診
、
あ
じ
さ
い
の
里

に
行
き
話
を
し
て
、
平
成
20

年
第
一
回
村
議
会
定
例
議
会

で
質
問
・
要
望
を
し
て
、
実

現
の
運
び
と
な
っ
た
。

８
、
私
は
、
人
工
透
析
の
導

入
を
議
員
に
当
選
し
た
直
後

か
ら
主
張
し
て
き
た
。
途
中

４
年
半
に
及
ぶ
避
難
生
活
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
実
現
に
実

に
約
14
年
の
歳
月
が
過
ぎ

た
。
行
政
が
中
々
動
か
な
い

の
で
署
名
運
動
を
起
こ
し
た

ら
わ
ず
か
10
日
あ
ま
り
で

１
千
１
５
３
名
の
方
々
が
署

名
を
し
て
く
れ
た
。

　

長
年
実
現
で
き
な
か
っ
た

が
、
現
櫻
田
村
長
が
就
任
し

て
、
す
ぐ
に
実
現
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
人
工
透
析
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て

も
安
心
し
て
島
に
住
む
こ
と

が
出
来
る
様
に
な
っ
た
。
在

京
者
も
事
前
に
申
し
込
め
ば

利
用
で
き
る
。

９
、
村
道
の
改
修
で
大
き
な

も
の
１
件
、
そ
の
他
若
干
。

村
民
の
行
政
に
対
す
る
要

望
、
苦
情
な
ど
速
や
か
に
取

次
、
改
善
を
は
か
っ
た
。

　

以
上
、
主
な
も
の
を
書
き

し
る
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
書

き
た
ら
な
い
。
機
会
が
あ
れ

ば
後
に
譲
る
。
例
え
ば
、
漁

協
の
専
務
理
事
を
約
７
年
半

務
め
ま
し
た
が
、
そ
の
間
報

酬
類
は
一
切
受
け
取
っ
て
い

ま
せ
ん
。
１
議
員
の
立
場
か

ら
村
民
の
た
め
に
、
誠
意
を

尽
く
し
仕
事
を
し
て
き
た
か

ら
で
あ
る
。

漁船でにぎわう阿古漁港

おさかなセンターと漁協事務所

三宅島で水揚げされた鯛
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４
月
か
ら
三
宅
島
に
移
住

し
て
き
た
伊
藤
奨
で
す
。
幼

少
時
か
ら
大
島
、
父
島
、
八

丈
島
と
島
流
し
人
生
の
流
人

で
す
。
現
在
は
一
般
社
団
法

人
ア
ッ
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
を
立

上
げ
「
東
京
諸
島
が
ず
っ
と

続
く
地
域
で
あ
る
た
め
に
」

を
理
念
に
仕
事
創
り
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。
今
回
、
こ
の

よ
う
な
場
を
い
た
だ
き
感
謝

い
た
し
ま
す
。

〈
東
京
諸
島
の
若
者
を
繋
げ
た

ド
リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉

　

「
伊
豆
諸
島
の
高
校
生
を

繋
げ
将
来
を
考
え
た
い
！
」

と
い
う
想
い
が
連
な
り
、
ド

リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

２
０
０
８
年
夏
に
88
名
も
の

伊
豆
諸
島
の
高
校
生
を
巻
き

込
み
、
島
を
貫
い
た
繋
が
り

を
育
み
ま
し
た
。
時
を
経
て

高
校
を
卒
業
し
都
内
に
出
て

か
ら
も
島
の
壁
を
越
え
て
集

ま
り
、
共
に
支
え
合
い
楽
し

み
を
共
有
す
る
よ
う
な
関
係

性
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

〈
東
京
諸
島
で
仕
事
創
り
〉

　

大
切
な
東
京
諸
島
の
繋
が

り
を
カ
タ
チ
に
し
て
、
今
後

も
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

有
志
で
＠
ア
イ
ラ
ン
ド
を
結

成
。
会
議
や
島
へ
の
訪
問
を

重
ね
た
結
果
、
島
の
地
域
に

根
付
き
、
魅
力
や
課
題
を
当

事
者
と
し
て
感
じ
、
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
を
繋
ぎ
合
わ
せ

て
価
値
を
生
み
出
す
存
在
に

な
り
た
い
と
気

が
付
き
、
島
で

仕
事
を
創
る
こ

と
を
決
意
い
た

し
ま
し
た
。

〈
覚
悟
を
持
っ

て
三
宅
島
へ
〉

　

三
宅
島
を
拠

点
に
決
め
ま
し

す
。
「
こ
の
仲
間
た
ち
と
島

で
共
に
仕
事
を
し
た
い
」
と

い
う
感
覚
を
信
じ
て
三
宅
島

へ
き
ま
し
た
。
「
何
が
で
き

る
の
か
」
未
だ
試
行
錯
誤
の

毎
日
で
す
が
、
覚
悟
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の

で
応
援
し
て
い
た
だ
け
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。

　

４
月
に
帰
島
し
て
参
り
ま

し
た
一
般
社
団
法
人
ア
ッ

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
穴
原
航

太
郎
と
申
し
ま
す
。
私
は

２
０
０
０
年
（
当
時
小
学
校

４
年
生
）
に
噴
火
・
避
難
生

活
を
経
験
し
た
こ
と
か
ら
愛

島
心
が
芽
生
え
将
来
は
島
で

生
き
る
と
の
思
い
を
形
に
す

べ
く
島
で
挑
戦
す
る
気
持
ち

で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

〈
主
な
事
業
内
容
〉

　

弊
団
体
は
、
交
流
人
口
促

進
・
外
貨
収
入
の
視
点
に

立
っ
た
観
光
事
業
と
、
将
来

の
島
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

自
然
体
験
を
提
供
す
る
教
育

事
業
を
柱
と
し
た
事
業
を
展

開
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
観
光
客
に
対

し
て
「
島
暮
ら
し
×
学
び
」

を
テ
ー
マ
に
観
光
価
値
と
し

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
島
内
外
の
小
・

中
学
生
に
対
し
て
三
宅
島
の

自
然
を
活
か
し
た
学
び
を
重

視
す
る
キ
ャ
ン
プ
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

三
宅
島
に
お
け
る
「
学
び
」

の
視
点
は
観
光
に
も
教
育
に

も
有
益
な
資
源
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

〈
東
京
諸
島
に
馳
せ
る
ビ
ジ
ョ
ン
〉

　

こ
う
し
た
島
の
資
源
を
東

京
諸
島
と
も
共
有
・
連
携
を

強
め
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後

の
東
京
諸
島
の
社
会
的
課
題

に
挑
戦
で
き
る
組
織
に
も

な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

経
験
の
浅
い
若
輩
者
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

編
集
後
記

 

今
年
は
、
自
然
災
害
が

多
く
、
今
後
新
た
な
災
害

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
願

う
ば
か
り
で
す
。
三
宅
島

の
皆
様
も
、
ど
う
か
お
気

を
付
け
く
だ
さ
い
。

　

４
月
か
ら
三
宅
島
で
新

生
活
を
さ
れ
て
い
る
伊
藤

様
、
穴
原
様
の
今
後
の
ご

活
動
を
、
私
た
ち
も
応
援

い
た
し
ま
す
。

　
　
　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

（６月12日から９月17日まで）

　光安千久子様、室崎益

輝先生、吉野文雄様、栗

原未帆様、土岐冨士子様、

福士敬子様、坂本健様、

吉田信行様　

　皆さまのご協力に心よ

り感謝を申し上げます。

た
。
理
由
は
、
海
洋
教
育
の

下
地
、
規
模
、
地
球
の
循
環

を
感
じ
る
自
然
、
火
山
と
の

共
生
な
ど
の
総
合
的
な
も
の

で
す
。

　

し
か
し
、
決
め
手
は
噴
火

の
経
験
を
し
た
三
宅
島
の
仲

間
た
ち
が
、
島
を
想
う
気
持

ち
が
と
て
も
強
い
こ
と
で

ご寄付者名

若い世代が新たな事業を

島の未来を背負って
若
者
繋
げ
る
取
り
組
み
を

好
き
な
島
で
新
た
な
挑
戦

伊
藤
　
　
奨
さ
ん

穴
原
航
太
郎
さ
ん


